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Ｒ５年

定例会
第4回

会 期
12月  5日から
12月21日まで

すべて原案
どおり可決

条例制定
３件

条例改正
４件

Ｒ5年度補正予算
９件

計画の概要
１件

財産の取得
１件

人事案件
１件

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

 議案第68号 

常陸大宮市再生資源物の屋外保
管に関する条例

　屋外に保管された再生資源物の飛散、崩落その他の事故等を防止し、保管に伴

う騒音、振動、悪臭等の発生の軽減を図り、市民生活の安全の確保と生活環境を

保全するために定めるものです。

施行期日　令和６年４月１日

条例
制定
条例
制定

条例
改正
条例
改正

 議案第72号 

常陸大宮市社会体育施設条例の
一部を改正する条例

　大宮運動公園市民球場スコアボードの改修に伴い、電光掲示板の利用料金を改

定するほか、受益者負担の適正化を目的として市民プールの利用料金を改定する

ものです。

＜改正後＞

○電光掲示板

施設区分 単位
金額

市内 市外

入場料等を徴収しな
い場合

フルスクリーン １時間 1,000 円 2,000 円

スコアボードのみ １時間 500 円 1,000 円

入場料等を徴収する
場合

フル
スクリーン

アマチュアス
ポーツに利用
する場合

１時間 2,000 円 4,000 円

プロスポーツ
に利用する場
合

１時間 4,000 円 8,000 円

営利 ･ 宣伝を目的と
したスポーツ以外の
催物に利用する場合

フルスクリーン １時間 5,000 円 10,000 円

○市民プール

区分 単位
金額

市内 市外

大人
午前（９時～ 12 時） 500 円 600 円

午後（13 時～ 16 時） 500 円 600 円

小人（小・中学生）
午前（９時～ 12 時） 300 円 400 円

午後（13 時～ 16 時） 300 円 400 円

※幼児は無料

施行期日　令和６年４月１日
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　空家等対策の推進に関する特別措置法が改正され、空家等の対策が強化されることに伴い、常陸大宮市

空家対策の推進に関する条例の一部を改正する必要が生じたことから、次の事項について改正するもので

す。

　（１）管理不全空家等※１の定義規定の見直し

　　　　条例中の定義を整理する。

　（２）管理不全空家等に対する指導等に関する規定の削除

　　　　法律と重複する規定を削除する。

　（３）空家対策協議会の協議事項の追加

　　　　勧告を受けた管理不全空家の敷地は、固定資産税の住宅用地特例が解除されることとなる法律の

改正を受け、管理不全空家等に対する勧告について空家等対策協議会の協議事項に追加する。

施行期日　公布の日から

 議案第71号 

常陸大宮市空家等対策の推進に関する条例の一部を改正する
条例

　地方税法の一部改正に伴い、世帯に出産する予定の被保険者または出産した被保険者がある場合、当該

世帯の世帯主に対して賦課する国民健康保険税の所得割額及び被保険者均等割額を減額するものです。

　また、減額する額は、出産被保険者の出産予定日または出産日の属する月の前月（多胎妊娠の場合は３

月前）から、出産予定月の翌々月までの期間の所得割額及び被保険者均等割額とするものです。

　○保険税免除期間

　　①１月が出産予定日の場合（単胎）

　　　　保険税免除期間　１２月から３月（４か月）

　　　　１２月　１月　２月　３月

　　　　　  　　　↑

　　　　　  　出産予定日

　　②１月が出産予定日の場合（多胎）

　　　　保険税免除期間　１０月から３月（６か月）

　　　　１０月　１１月　１２月　１月　２月　３月

　　　　　　　　　　　　　　　　  ↑

　　　　　　　　　　　  　　　出産予定日

施行期日　令和６年１月１日

 議案第79号 

常陸大宮市国民健康保険税条例の一部を改正する条例

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

※１管理不全空家等：適切な管理が行われていないことにより、そのまま放置すれば特定空家等※2に該当
することとなるおそれにある状態にあると認められる空家等

※２特定空家等：そのまま放置すれば倒壊等著しく保安上危険となるおそれのある状態または著しく衛生
上有害となるおそれのある状態、適切な管理管理が行われていないことにより著しく景観を損なってい
る状態その他周辺の生活環境の保全を図るために放置することが不適切である状態にあると認められる
空家等
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令和５年第４回定例会議決一覧
議案番号 件　　　　　名 付託委員会 議決結果

議案第68号 常陸大宮市再生資源物の屋外保管に関する条例 総　　務 可決

議案第69号 常陸大宮市営土地改良事業分担金徴収条例 経済建設 可決

議案第70号 常陸大宮市コミュニティ・プラント施設条例 経済建設 可決

議案第71号 常陸大宮市空家等対策の推進に関する条例の一部を改正する条例 経済建設 可決

議案第72号 常陸大宮市社会体育施設条例の一部を改正する条例 文教福祉 可決

議案第73号 土地改良事業計画の概要について 経済建設 可決

議案第74号 令和５年度常陸大宮市一般会計補正予算（第５号） 予算決算 可決

議案第75号 令和５年度常陸大宮市国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 予算決算 可決

議案第76号 令和５年度常陸大宮市介護保険特別会計補正予算（第２号） 予算決算 可決

議案第77号 教育委員会委員の任命について（氷之沢　 本 勇夫氏） － 同意

議案第78号 常陸大宮市職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例 総　　務 可決

議案第79号 常陸大宮市国民健康保険税条例の一部を改正する条例 文教福祉 可決

議案第80号 財産の取得について － 可決

議案第81号 令和５年度常陸大宮市一般会計補正予算（第６号） 予算決算 可決

議案第82号 令和５年度常陸大宮市国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 予算決算 可決

議案第83号 令和５年度常陸大宮市介護保険特別会計補正予算（第３号） 予算決算 可決

議案第84号 令和５年度常陸大宮市戸別浄化槽整備事業特別会計補正予算（第１号） 予算決算 可決

議案第85号 令和５年度常陸大宮市上水道事業会計補正予算（第１号） 予算決算 可決

議案第86号 令和５年度常陸大宮市下水道事業会計補正予算（第１号） 予算決算 可決

議提第4号 常陸大宮市議会議員政治倫理条例を廃止する条例 議会運営 可決

議提第5号 常陸大宮市議会基本条例の一部を改正する条例 議会運営 可決

議案番号 議　　案　　名
議決
結果

議　　員　　名

小
河
原
利
一
郎

三
次　

雅
子

倉
田　

稔
之

圷　
　

司
一

髙
村　
　

功

小
原　

明
彦

岡
﨑　

欣
也

三
次　

弘
史

冨
山　

和
男

大
貫　

道
夫

小
森
敬
太
郎

吉
川　

美
保

武
石　

寿
長

髙
村　

和
郎

淀
川　

茂
樹

掛
札　

行
雄

秋
山　

信
夫

議提
第4号

常陸大宮市議会議員政治倫理条例を廃止す
る条例

可決 ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ● ○ ● － ○ ● ○ ○

議提
第5号

常陸大宮市議会基本条例の一部を改正する
条例

可決 ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ● ○ ● － ○ ● ○ ○

◆賛否の分かれた議案等

○：賛成　　●：反対　　『－』：議長は採決に加わりません。
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 議提第4号 常陸大宮市議会議員政治倫理条例を廃止
する条例

議 員 提 出 議 案

（提案理由）
　この条例は合併前の平成14年（2002）に大宮町で制定されたものであり、現代とは社会背景が異なっ
ている。さらに令和３年（2021）３月、より厳しい内容が追加され一部改正されたものである。一方、
今では国においても、多様な人材の地方議会への参画を促し、議会を活性化することは緊要な課題に
なっており、地方自治法の改正をはじめ、その参画への環境整備が進められている。
　しかしながら、これまでこの条例による審査会は１度も開かれたことはなく、2022年11月、市民
からの地方自治法との精査を求める陳情が出され、賛成多数で可決しているものの、いまだ結論に至っ
ていない。
　第10条の規定により、特定業種に就いている有為な人材が議会議員への立候補をためらうことと
なっている。成り手不足解消のため、一部改正も考えられるものの、より理解しづらくなることが予
想される。
　この際、現行の条例は廃止し、今後必要であるなら新たに条例の制定を検討すればよく、本条例を
提案するものである。

　可決　

� 大貫　道夫　議員

 議提第４号 

反 対

討論 常陸大宮市議会議員政治倫理条例を廃止する条例
※討論とは…議題になっている案件の「賛成」「反対」について、理由を明確に述べながら賛否を議論すること。

　常陸大宮市議会議員政治倫理条例第10条の
規定により、特定業種に就いている人材が議会
議員への立候補をためらうことになり、議員の
成り手不足解消のため、この条例を廃止する必
要があると思います。議員は地方自治法第92
条の２の規定を遵守し、それ以外の業種及び分
野において制約はせずに多くの方々が市議会議
員として活躍することが市並びに市議会の活性
化につながると考えます。

採決の結果、賛成多数で可決されました

� 掛札　行雄　議員賛 成

 議提第5号 常陸大宮市議会基本条例の一部を改正
する条例

　常陸大宮市議会議員政治倫理条例を廃止することに伴い、常陸大宮市議会基本条例中、議員の政治倫理
に関する条文の一部を改正するものです。

　可決　

　提案理由を指摘すると、成り手不足がいわれ
ているが、若者や女性、会社員等が参画して
しっかりと議会を運営していくのがいいと考え
ます。次に、審査が一度もなされなかったとい
う表現があるが、これはまさに抑止力が働いた
と考えられます。また、法制というのは法の安
定・秩序から条例や法令をつくっているわけで、
最後の段で、廃止して、さらに必要があればつ
くればいいという安易な発想が法制の中で許さ
れるのか。市民の皆さんがしっかりと議会と議
員の行動を見守っていただきたいと考えます。

（外３名の反対討論あり）

　提出者三次 弘史、賛同者10名の計11名により、常陸大宮市議会議員政治倫理条例を廃止する条例が提
出され、採決の結果、賛成多数で本条例を廃止とするものです。
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委員会審査 pick up委員会審査 pick up ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

 議案第68号 常陸大宮市再生資源物の屋外保管に関する条例
Ｑ　屋外保管により周辺住民の生活環境等に支障を来たしている事例と条例の対象となる施設数は。

Ａ　再生資源物が高く山積みされて倒壊の恐れや搬出する際の重機の騒音などの苦情・相談が寄せられた
ことがあります。また、対象となる施設数は３件です。

Ｑ　騒音等の苦情・相談について、条例制定前の現時点では、任意で指導していると思うが、改善はされ

ているか。

Ａ　苦情等があった当日に事業場に出向いて指導をし、その後、苦情がないことを確認しています。
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

 議案第72号 常陸大宮市社会体育施設条例の一部を改正する条例
Ｑ　市民プールの利用料金アップ率の根拠は。

Ａ　市民プールは周辺の公営プールと比較して、“流れるプール”“飛び込みプール”など特徴的なプー
ルを有しており、レージャープールの要素が高く、一般的な25ｍプールとは差別化が図られています。
今後も維持していくために、近隣のレジャープールの料金を参考に比較検討を行い、今回の料金設定と
なりました。

総　務 ◎小原　明彦　○圷　　司一
　淀川　茂樹　　小森　敬太郎　　髙村　　功　　三次　雅子 ◎委員長　○副委員長

文教福祉 ◎大貫　道夫　○岡﨑　欣也
　武石　寿長　　三次　弘史　小河原　利一郎 ◎委員長　○副委員長

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

 議提第4号 常陸大宮市議会議員政治倫理条例を廃止する条例
Ｑ　議会改革推進特別委員会において、政治倫理条例関係について議論する予定となっていたにもかかわ

らず、なぜ、提出したのか。

Ａ　来年４月には市議会議員補欠選挙が行われる。本条例により、立候補をためらう方もいると考えられ
ることから、早急に廃止するほうが市民のためにもなるためです。

経済建設 ◎冨山　和男　○倉田　稔之
　秋山　信夫　　掛札　行雄　　髙村　和郎　　 川　美保 ◎委員長　○副委員長

 議案第73号 土地改良事業計画の概要について
（国営那珂川沿岸農業水利事業で造成した基幹水利施設の令和７年度以降の管理）

Ｑ　対象施設を各土地改良区が管理することはあり得るのか。

Ａ　関係８市町村営事業となり、事務的管理は代表となる市町村（水戸市）が行い、各土地改良区へは５
施設の操作管理を委託する予定です。

議会運営 ◎小森　敬太郎　○大貫　道夫
　秋山　信夫 　淀川　茂樹 　髙村　和郎 　三次　弘史 　小原　明彦 ◎委員長　○副委員長

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
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一般会計（第５号）

　ふるさと応援寄付金の増加に伴う経費や積立

金等の増額に対応するもの

　道路維持補修委託料

や常陸大宮駅周辺整備

事業に係る道路整備用

地補償費を増額するも

の

　このほか、インフルエンザ流行による医療福

祉費の増額や創業支援事業補助金の増額などが

ありました。

●ふるさと応援寄附事業� 3,000万円

●道路整備事業� 2億738万円

令和５年度補正予算
会計名 補正額

一般会計（第５号） ３億３，０８８万円

国民健康保険特別会計
（第２号）

１５４万円

介護保険特別会計
（第２号）

２３２万円

一般会計（第６号） ５億３１０万円

国民健康保険特別会計
（第３号）

事業勘定　　３３万円
施設勘定　１７７万円

介護保険特別会計
（第３号）

４４３万円

戸別浄化槽整備事業
特別会計（第１号）

２２万円

上水道事業会計
（第１号）

収益的収入　２５０万円
収益的支出　２６１万円
資本的支出　２４１万円

下水道事業会計
（第１号）

収益的支出▲１０４万円
資本的支出　６２８万円

補正補正補正
予算予算予算主な内容

番号 件　　　名 提出者 付託委員会 結果

陳情
第R5-1号

選挙の投票率を上げるための活動を
市に政策として行って下さるよう求
める陳情

常陸大宮市鷹巣 2472-4
星野　順彦

総　　務 趣旨採択

陳情
第R5-2号

鳥獣被害無くし隊の補助金交付期限
を３年とする件の撤廃に関する陳情
書

常陸大宮市上大賀 233-1
上大賀猪なくし隊
隊長　金子　有一　ほか 27 人

経済建設 継続審査

 陳情 

あなたが出された 請願・陳情は！請願・陳情は！

　住民税非課税世帯を対象に臨時特別給付金を

追加支給するもの

一般会計（第６号）
●住民税非課税世帯臨時特別給付金事業
� 3億100万円



一般質問

市
政
を
問
う

市
政
を
問
う

8

今回９人の議員が登壇し、
さまざまな視点から市政を問いました。

◇一般質問の掲載記事は、発言議員本人からの寄稿によるものです。

　定例議会において、各議員が住民の代表として、市の行政全
般にわたり市当局の考え方や疑問をただすことです。
　単に疑問をはらし、事実関係を明らかにするだけでなく、現
行政策の見直し、新規政策を提言する議員の重要な活動です。

一般質問とは…

大貫　道夫  議員
◇高齢化社会対応について
◇教育行政について

………………　Ｐ 9

冨山　和男  議員
◇有機農業について　
◇道の駅常陸大宮等について

………………　Ｐ10

髙村　和郎  議員
◇自然災害への対応について
◇市内の農業の現状について

………………　Ｐ11

小原　明彦  議員
◇物価高騰対策について
◇観光・地域振興について
◇中学部活動の地域移行について

………………　Ｐ12

三次　雅子  議員
◇消防・防災対策について

………………　Ｐ13

髙村　　功  議員
◇太陽光発電施設について
◇国保税について

………………　Ｐ14

掛札　行雄  議員
◇市政について

………………　Ｐ15

吉川　美保  議員
◇保健事業と健康増進について
◇国政選挙等の投票率向上について

………………　Ｐ16

倉田　稔之  議員
◇駅周辺整備事業について

………………　Ｐ17
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一 般 質 問
　

平
均
寿
命
が
延
び
、
非
常
に

長
寿
化
が
進
ん
で
き
て
い
ま

す
。
い
わ
ゆ
る
敬
老
会
、
敬
老

祝
い
金
に
つ
い
て
、
補
助
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
敬
老
会
の

実
態
は
昔
と
形
が
変
わ
っ
て
き

て
い
ま
す
。
先
ほ
ど
、
既
存
事

業
を
し
っ
か
り
見
直
し
て
下
さ

い
と
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
今

後
、
廃
止
も
含
め
た
検
討
を
お

願
い
し
ま
す
。
そ
の
点
に
つ
い

て
お
伺
い
し
ま
す
。市

民
の
長
寿

を
お
祝
い
す

る
行
事
で
あ
る
敬
老
会
に
つ
き

その他の質問

※録画配信をご覧
　いただけます。

ま
し
て
は
、
実
施
に
係
る
費
用

の
一
部
を
助
成
す
る
こ
と
に
よ

り
、
高
齢
者
福
祉
の
向
上
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
区
等

に
補
助
金
を
１
人
１
５
０
０
円

と
し
て
交
付
し
て
い
ま
す
。
令

和
元
年
度
ま
で
は
、
敬
老
会
式

典
を
開
催
す
る
場
合
に
交
付
し

て
い
た
補
助
金
で
す
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡

大
の
影
響
か
ら
、
式
典
に
加
え

て
、
記
念
品
等
を
贈
呈
す
る
場

合
も
補
助
金
の
対
象
と
し
て
い

ま
す
。

　

区
か
ら
の
事
業
実
績
の
報
告

書
を
見
る
と
、
敬
老
会
へ
参
加

し
て
良
か
っ
た
と
の
声
が
あ
る

一
方
、
参
加
さ
れ
る
方
が
い
つ

も
同
じ
で
あ
っ
た
り
、
記
念
品

の
配
布
に
つ
い
て
、
班
に
加
入

し
て
い
な
い
方
へ
も
配
布
す
る

方
法
で
あ
る
な
ど
、
対
応
に
苦

慮
さ
れ
て
い
る
報
告
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
少
子

高
齢
化
の
中
、
他
の
自
治
体
に

お
い
て
も
、
敬
老
会
及
び
敬
老

祝
い
金
事
業
の
見
直
し
に
つ
い

て
、
議
会
も
含
め
て
議
論
さ
れ

て
い
る
報
道
を
目
に
し
て
い
ま

す
。
本
市
に
お
い
て
も
少
子
高

齢
化
を
踏
ま
え
て
、
敬
老
会
及

び
敬
老
祝
い
金
事
業
に
つ
い

て
、
今
後
の
検
討
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

先
般
、
行
政
視
察
で
山
形
市

と
蔵
王
町
に
行
っ
て
き
ま
し

た
。
山
形
市
で
は
、
児
童
遊
戯

施
設
を
、
蔵
王
町
で
は
英
語
教

育
特
区
に
つ
い
て
学
ん
で
き
ま

し
た
。
教
育
の
分
野
は
急
激
な

変
化
が
見
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の

自
治
体
に
お
い
て
は
、
特
色
の

あ
る
教
育
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
教
育
現
場
で
の
急
激
な
変

化
に
対
す
る
対
応
状
況
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

近
年
の
教
育

行
政
の
急
激

な
変
化
を
見
据
え
た
新
た
な
学

び
と
し
て
、
児
童
生
徒
が
自
ら

学
び
、
自
ら
考
え
、
判
断
し
て

行
動
で
き
る
力
の
育
成
を
目
指

し
た
、
主
体
的
・
対
話
的
で
深

い
学
び
と
な
る
授
業
改
善
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
教
育
現
場

で
は
、
こ
の
よ
う
な
変
化
に
伴

い
、
専
門
的
な
知
識
や
技
術
を

身
に
つ
け
、
指
導
に
当
た
っ
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
教
育

委
員
会
と
し
て
は
、「
確
か
な

学
力
」
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推

進
事
業
と
し
て
、
学
力
の
可
視

化
や
そ
こ
か
ら
得
ら
れ
た
デ
ー

タ
な
ど
を
活
用
す
る
こ
と
で
、

教
育
環
境
の
変
化
に
対
応
し
て

き
た
と
こ
ろ
で
す
。

大貫　道夫
議員

敬
老
会
の
廃
止
を

含
め
た
検
討
は

保
健
福
祉
部
長
／
今
後

の
検
討
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
る

教
育
現
場
で
の
急

激
な
変
化
へ
の
対

応
は

教
育
長
／
学
力
の
可
視
化

や
デ
ー
タ
な
ど
を
活
用

教
育
長

保
健
福
祉
部
長
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一 般 質 問

冨山　和男
議員

その他の質問

・
給
食
ア
レ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て

※録画配信をご覧
　いただけます。

　

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
宣

言
へ
の
思
い
と
生
産
を
拡
大
す

る
た
め
の
特
定
区
域
の
取
り
ま

と
め
等
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

市
で
は
、
有
機
農

業
実
施
計
画
を
策

定
し
、
学
校
給
食
の
オ
ー
ガ

ニ
ッ
ク
化
を
柱
に
有
機
農
業
を

推
進
す
る
た
め
、
県
内
で
は
初

と
な
る
「
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ

レ
ッ
ジ
宣
言
」
を
先
月
11
月
５

日
に
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
、
市
で
は
有
機
農
産
物

の
学
校
給
食
で
の
利
用
、
販
路

拡
大
等
、
生
産
か
ら
消
費
ま
で

の
一
貫
し
た
取
組
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

　

ま
た
、
有
機
農
業
を
推
進
し

て
い
く
特
定
区
域
を
設
定
し
、

地
域
ぐ
る
み
で
有
機
農
業
を
促

進
す
る
た
め
の
栽
培
管
理
に
関

す
る
協
定
に
よ
る
取
組
に
つ
い

て
も
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

引
き
続
き
、
Ｊ
Ａ
な
ど
生
産

者
の
協
力
や
地
域
の
理
解
を
得

な
が
ら
、
新
た
な
生
産
者
の
育

成
、
生
産
拡
大
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
販
路
拡
大
、
学
校
給

食
に
お
け
る
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
化

を
加
速
し
て
い
き
ま
す
。

　

有
機
農
業
就
農
者
へ
の
相
談
、

団
地
化
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

有
機
農
業
就

農
者
に
つ
い

て
は
、
農
林
振
興
課
が
相
談
窓

口
に
な
り
、
サ
ポ
ー
ト
を
し
て

い
ま
す
。
農
地
の
賃
貸
借
は
、

農
業
委
員
や
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
の
お
力
を
お
借
り

し
、
農
地
中
間
管
理
事
業
を
活

用
す
る
な
ど
、
他
の
慣
行
栽
培

を
行
っ
て
い
る
農
地
か
ら
の
影

響
を
少
な
く
す
る
た
め
、
農
地

の
集
積
・
集
約
化
と
団
地
化
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

栽
培
技
術
の
支
援
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

有
機
農
業

は
、
原
則
と

し
て
、
科
学
的
に
合
成
さ
れ
た

肥
料
や
農
薬
を
使
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
普
及
促
進
を

図
る
た
め
、
有
機
農
業
を
志
向

す
る
農
業
者
に
対
し
、
畑
作
物

栽
培
と
水
稲
栽
培
そ
れ
ぞ
れ
に

栽
培
技
術
講
習
会
を
茨
城
県
や

Ｊ
Ａ
常
陸
と
連
携
し
て
開
催
し

ま
す
。

　

道
の
駅
常
陸
大
宮
（
仮
称
）

噴
水
広
場
の
設
置
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

噴
水
広
場
の

整
備
は
、
施

設
の
充
実
と
魅
力
度
を
高
め
る

た
め
、
指
定
管
理
者
と
調
査
研

究
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

道
の
駅
常
陸
大
宮
の
渋
滞
緩

和
の
対
応
を
伺
い
ま
す
。

道
の
駅
周
辺

の
渋
滞
緩
和

対
策
は
、
茨
城
県
に
お
い
て
、

冠
水
対
策
と
交
通
円
滑
化
、
渋

滞
緩
和
対
策
を
目
的
に
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

岩
崎
江
堰
幹
線
用
水
路
の
対

応
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

国
道
１
１
８

号
の
拡
幅
工

事
に
伴
い
、
岩
崎
江
堰
土
地
改

良
区
が
占
用
す
る
幹
線
用
水
路

が
車
道
下
を
縦
断
、
占
用
す
る

見
込
み
と
な
る
こ
と
か
ら
、
移

設
す
る
よ
う
通
知
が
あ
り
ま
し

た
。
土
地
改
良
区
理
事
長
や
那

珂
市
長
と
共
に
常
陸
大
宮
市
長

が
直
接
訪
問
し
、
県
道
路
建
設

課
長
及
び
土
木
事
務
所
長
宛
に

陳
情
書
を
提
出
し
、
引
き
続
き

対
応
し
て
い
き
ま
す
。

産
業
観
光
部
長

市
長

建
設
部
長

産
業
観
光
部
長

産
業
観
光
部
長

産
業
観
光
部
長

道
の
駅
周
辺
の
渋

滞
緩
和
対
策
は

建
設
部
長
／
県
に
お
い

て
渋
滞
緩
和
対
策
事
業

を
実
施

有機農産物のニンジン

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ

レ
ッ
ジ
宣
言
に
つ

い
て

市
長
／
生
産
か
ら
消
費

ま
で
の
一
貫
し
た
取
組

を
進
め
て
い
く
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一 般 質 問
　

道
路
上
に
張
り
出
し
て
い
る

樹
木
の
枝
払
い
や
伐
採
と
い
っ

て
も
、
所
有
者
が
不
明
で
あ
っ

た
り
、
個
人
で
対
応
で
き
る
も

の
ば
か
り
で
は
な
く
、
放
置
さ

れ
れ
ば
、
倒
木
等
に
よ
り
事
故

や
通
行
止
め
の
事
態
が
生
じ
ま

す
。
生
活
用
道
路
と
し
て
欠
か

せ
な
い
市
道
は
、
安
全
確
保
の

観
点
か
ら
、
何
ら
か
の
対
策
が

取
れ
な
い
も
の
か
と
の
声
を
多

く
聞
き
ま
す
。
現
状
の
把
握
と

対
応
を
お
聞
き
し
ま
す
。

樹
木
の
枝
等

が
張
り
出
し

て
い
る
と
こ
ろ
が
市
内
に
多
く

存
在
し
て
い
る
こ
と
は
認
識
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
市
道
の

総
延
長
が
約
１
５
７
０
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
あ
り
、
全
て
を
詳
細

に
把
握
す
る
こ
と
は
難
し
い
状

況
で
す
。
対
策
は
道
路
通
行

上
、
支
障
に
な
っ
て
い
る
な
ど

の
通
報
に
よ
り
、
担
当
職
員
が

現
場
の
状
況
を
確
認
し
、
民
地

の
場
合
は
土
地
の
所
有
者
を
調

査
し
、
対
応
の
通
知
等
を
行
っ

て
い
ま
す
。
今
後
も
樹
木
等
の

適
正
管
理
の
た
め
市
報
等
に
よ

る
周
知
を
継
続
し
、
道
路
利
用

者
等
の
安
全
確
保
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

　

水
田
で
は
植
付
け
か
ら
刈
取

り
、
乾
燥
ま
で
の
一
連
の
作
業

を
自
ら
対
応
し
て
い
る
人
は
少

な
く
な
り
、
一
部
を
外
注
し
た

り
、
土
地
の
全
て
を
貸
し
て
い

る
人
も
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

人
か
ら
、
作
業
が
続
け
ら
れ
な

く
な
る
、
貸
し
て
い
る
人
の
高

齢
化
へ
の
不
安
の
声
が
聞
か
れ

ま
す
。
現
状
の
対
応
と
不
安
の

声
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
る

の
か
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

後
継
者
、
担

い
手
不
足
か

ら
、
耕
作
放
棄
地
や
保
全
管
理

の
み
行
っ
て
い
る
農
地
が
増
加

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
市
で
は
県

や
土
地
改
良
区
、
Ｊ
Ａ
、
農
業

委
員
会
な
ど
と
連
携
し
、
担
い

手
確
保
や
農
地
の
利
用
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
し
か
し
、
小

規
模
や
耕
作
が
不
便
な
農
地
は

取
り
残
さ
れ
、
高
齢
者
か
ら
高

齢
者
へ
の
賃
借
も
見
ら
れ
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
課
題
解
決
の

た
め
、
市
内
全
域
の
将
来
的
な

農
地
利
用
の
姿
を
明
確
に
す
る

た
め
、
地
域
住
民
や
農
業
従
事

者
、
担
い
手
を
交
え
、
地
域
の

農
地
に
つ
い
て
の
話
し
合
い
を

進
め
て
い
ま
す
。

※録画配信をご覧
　いただけます。

その他の質問

・
予
約
制
乗
合
タ
ク
シ
ー
運
営
事

業
に
つ
い
て

髙村　和郎
議員

道
路
上
に
張
り
出

す
樹
木
は

建
設
部
長
／
現
場
の
状

況
を
確
認
し
、
道
路
利

用
者
等
の
安
全
確
保
に

努
め
る

農
業
後
継
者
対
策
は

産
業
観
光
部
長
／
地
域

の
農
地
に
つ
い
て
話
し

合
い
を
進
め
て
い
る

建
設
部
長

産
業
観
光
部
長
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用
者
が
安
心
し
て
楽
し
め
る
施

設
と
な
る
よ
う
、
代
替
施
設
の

設
置
も
含
め
て
引
き
続
き
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

　

大
場
遊
水
地
整
備
に
つ
い

て
、
常
陸
大
宮
市
、
城
里
町
、

常
陸
河
川
事
務
所
の
関
係
者
で

実
施
さ
れ
て
い
る
地
域
振
興
策

勉
強
会
の
開
催
内
容
も
踏
ま
え

て
、
整
備
に
伴
う
地
域
振
興
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。今

後
の
進
め

方
と
し
て
大

場
遊
水
地
の
自
然
環
境
を
満
喫

で
き
る
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド

と
し
て
の
活
用
な
ど
、
他
地
域

の
取
組
事
例
や
既
存
の
イ
ベ
ン

ト
と
の
連
携
な
ど
地
域
に
密
着

し
た
地
域
振
興
策
と
な
る
よ
う

検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

小原　明彦
議員

その他の質問

・
所
有
者
不
明
土
地
や
空
き
家
対

策
に
つ
い
て

※録画配信をご覧
　いただけます。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
や
食
料
品
価
格

の
他
、
様
々
な
物
価
高
騰
に
よ

り
日
々
の
生
活
に
困
窮
さ
れ
て

い
る
低
所
得
世
帯
の
方
々
へ
の

支
援
と
し
て
本
市
の
低
所
得
世

帯
給
付
金
の
運
用
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

国
の
重
点
支

援
地
方
交
付

金
を
財
源
に
住
民
税
非
課
税
世

帯
１
世
帯
あ
た
り
７
万
円
を
本

年
度
内
に
支
給
す
る
方
向
で
調

整
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
、

国
、
県
の
動
向
を
受
け
、
い
ち

早
く
市
民
の
皆
さ
ん
の
手
元
に

給
付
金
を
支
給
で
き
る
よ
う
に

準
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

花
立
自
然
公
園
の
大
き
な
目

玉
遊
具
で
も
あ
り
、
山
並
み
の

中
の
独
特
な
フ
ィ
ー
ル
ド
ア
ス

レ
チ
ッ
ク
と
し
て
、
子
ど
も
た

ち
の
好
奇
心
や
遊
び
心
を
大
い

に
か
き
た
て
て
き
た
ア
ス
レ
タ

ワ
ー
の
改
修
の
今
後
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

改
修
ま
た
は

解
体
撤
去
の

両
面
か
ら
慎
重
に
検
討
し
、
利

　

公
立
中
学
校
の
運
動
部
活
動

改
革
を
進
め
る
ス
ポ
ー
ツ
庁
で

は
、
運
営
方
法
や
具
体
例
を
情

報
発
信
さ
れ
、
茨
城
県
教
育
委

員
会
に
お
い
て
も
、
公
立
中
学

校
の
部
活
動
の
地
域
移
行
を
進

め
る
た
め
、
＊

地
域
ク
ラ
ブ
活

動
人
材
バ
ン
ク
の
活
用
を
進
め

ら
れ
る
よ
う
で
す
が
、
そ
の
活

用
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

中
学
校
部
活

動
の
地
域
移

行
を
進
め
て
い
く
う
え
で
、
指

導
者
の
確
保
が
課
題
の
一
つ
と

捉
え
て
お
り
、
地
域
ク
ラ
ブ
活

動
人
材
バ
ン
ク
は
課
題
解
決
に

向
け
た
一
つ
の
取
組
と
し
て
、

有
効
に
活
用
し
な
が
ら
円
滑
な

地
域
移
行
が
で
き
る
よ
う
進
め

て
い
き
ま
す
。

物
価
高
騰
対
策
に

つ
い
て
は

保
健
福
祉
部
長
／
給
付

金
を
本
年
度
内
に
支
給

す
る
方
向
で
す

観
光
・
地
域
振
興

に
つ
い
て
は

建
設
部
長
／
地
域
に
密

着
し
た
振
興
策
と
な
る

よ
う
検
討
し
て
い
き
ま

す

中
学
部
活
動
の
地

域
移
行
に
つ
い
て

は教
育
部
長
／
円
滑
に
地

域
移
行
で
き
る
よ
う
進

め
て
い
き
ま
す

産
業
観
光
部
長

教
育
部
長

保
健
福
祉
部
長

建
設
部
長

＊
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
人
材
バ
ン
ク

　

…
市
町
村
を
主
体
と
し
た
地
域
ク
ラ

ブ
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
指
導
者
を
紹

介
す
る
制
度
。

大宮中学校の現在の部活動の様子
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一 般 質 問

三次　雅子
議員

　

常
陸
大
宮
市
地
域
防
災
計
画

に
原
子
力
災
害
対
策
計
画
が
あ

り
ま
す
。
栃
木
県
７
市
町
と
協

定
を
結
ば
れ
て
か
ら
現
在
に
至

る
ま
で
ど
の
よ
う
な
協
議
、
会

議
が
行
わ
れ
て
き
た
の
で
し
ょ

う
か
。
ま
た
、
各
世
帯
に
配
布

さ
れ
て
い
る
広
域
避
難
ガ
イ
ド

は
ど
の
よ
う
に
活
用
さ
れ
て
い

る
か
伺
い
ま
す
。

平
成
29
年
９

月
28
日
に
栃

木
県
七
市
町
と
原
子
力
災
害
時

に
お
け
る
常
陸
大
宮
市
民
の
県

外
広
域
避
難
に
関
す
る
協
定
書

を
締
結
し
ま
し
た
。
避
難
先
の

自
治
体
と
は
連
携
を
図
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、

現
在
の
と
こ
ろ
で
は
、
避
難
所

面
積
の
再
算
定
作
業
な
ど
、
県

を
通
じ
た
連
携
と
な
っ
て
い
ま

す
。
広
域
避
難
ガ
イ
ド
に
つ
い

て
は
、
関
係
機
関
と
協
議
、
連

携
を
図
り
な
が
ら
、活
用
の
上
、

実
施
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
い

ず
れ
に
し
ま
し
て
も
、
県
外
広

域
避
難
に
関
す
る
協
定
締
結
自

治
体
を
含
む
関
係
機
関
と
連
携

の
上
、
広
域
避
難
の
実
効
性
向

上
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

　

栃
木
県
の
広
域
避
難
に
関
す

る
協
定
書
を
締
結
さ
れ
て
い
る

７
市
町
と
の
連
携
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
お
考
え
で
し
ょ
う

か
。

　

ま
た
、
一
期
４
年
の
残
さ
れ

た
任
期
中
に
栃
木
県
７
市
町
へ

訪
問
の
予
定
や
計
画
は
あ
る
の

で
し
ょ
う
か
。栃

木
県
７
市
町
と

の
連
携
は
、
広
域

避
難
の
際
に
市
民
が
安
定
し
、

安
心
し
た
生
活
を
送
る
た
め
に

大
変
重
要
な
こ
と
で
あ
り
、
良

好
な
関
係
を
築
い
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
避
難
先
自
治
体

の
訪
問
に
つ
い
て
は
市
長
就
任

の
際
に
訪
問
し
て
い
る
の
で
、

現
在
の
と
こ
ろ
予
定
は
な
い
で

す
。

　

地
域
の
消
防
団
は
大
き
な
役

割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
消
防
団

員
の
減
少
を
補
う
の
は
、
現
在

の
職
員
数
で
は
厳
し
い
の
で

は
。
消
防
団
員
減
少
の
対
策
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。常

備
消
防
単

独
で
は
多
様

な
災
害
に
対
処
す
る
こ
と
は
不

可
能
で
あ
り
、
地
域
防
災
力
の

中
核
で
あ
る
消
防
団
は
今
後
も

存
在
さ
せ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
も
の
な
の
で
、
消
防
団

の
理
解
の
促
進
を
進
め
、
消
防

団
と
意
見
交
換
を
し
な
が
ら
検

討
し
、
地
域
防
災
力
の
充
実
強

化
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

消
防
団
員
減
少
に
対
し
て
市

長
と
し
て
施
策
が
あ
り
ま
し
た

ら
お
答
え
く
だ
さ
い
。

社
会
構
造
の
変
動

や
課
題
を
見
据

え
、
消
防
体
制
に
万
全
を
期
す

よ
う
消
防
団
員
が
活
躍
で
き
る

多
様
化
、
地
域
防
災
の
関
心
を

高
め
る
人
材
教
育
に
取
り
組

み
、
消
防
団
に
加
入
し
や
す
い

環
境
づ
く
り
に
努
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

※録画配信をご覧
　いただけます。

その他の質問

・
市
長
の
目
指
す
べ
き
市
の
市
政

の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

・
令
和
５
年
度
の
市
政
に
つ
い
て

消
防
長

広
域
避
難
協
定
と

東
海
第
二
原
発
に

つ
い
て

総
務
部
長
／
協
定
書
締

結
自
治
体
等
と
連
携
し

て
い
き
ま
す

消
防
団
員
減
少
の

対
策
に
つ
い
て

消
防
長
／
地
域
防
災
力

の
充
実
強
化
に
努
め
て

い
き
ま
す

総
務
部
長

市
長

市
長

消
防
団
員
募
集
ポ
ス
タ
ー 常陸大宮市消防団 常陸大宮市消防本部

総務課 地域消防グループ

TEL.0295-53-1152
〒319-2251 常陸大宮市姥賀町621

問
い
合
わ
せ
先

常陸大宮市立 美和小学校常陸大宮市立 美和小学校

自分の街は
自分で守る

消防団員消防団員

募集
女性団員も
女性団員も

大募集！！

あくつあくつ

4 年 圷 真和4 年 圷 真和
ま　おま　お
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い
と
の
観
点
か
ら
、
他
の
自
治

体
に
お
い
て
、
規
制
を
目
的
と

し
た
条
例
が
制
定
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
本
市
に
お
い
て
は
、
施

設
が
乱
立
す
る
こ
と
を
抑
止
す

る
た
め
の
条
例
を
現
在
検
討
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
、
さ
ら
に
庁

内
協
議
を
進
め
て
い
こ
う
と
考

え
て
い
ま
す
。

髙村　　功
議員

その他の質問

・
東
海
第
二
原
発
再
稼
働
に
つ
い
て

・
介
護
保
険
に
つ
い
て

・
学
校
給
食
費
の
無
償
化
に
つ
い
て

※録画配信をご覧
　いただけます。

　

例
え
ば
傾
斜
地
に
設
置
さ
れ

た
太
陽
光
発
電
施
設
か
ら
の
土

砂
流
出
な
ど
が
あ
る
と
思
わ
れ

る
が
、
そ
の
把
握
は
。
ま
た
そ

う
し
た
施
設
も
市
の
承
認
を
受

け
た
施
設
な
の
か
。50

キ
ロ
ワ
ッ

ト
以
上
の
施

設
は
把
握
し
て
い
ま
す
が
、
50

キ
ロ
ワ
ッ
ト
未
満
の
施
設
は
把

握
し
て
い
ま
せ
ん
。
次
に
、
市

の
承
認
に
つ
い
て
で
す
が
、
市

に
承
認
の
権
限
等
が
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
適
切
な
管
理
、
運
用

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

将
来
の
廃
棄
等
に
つ
い
て
、

こ
れ
ま
で
の
答
弁
で
は
、
積
立

金
で
対
応
と
い
う
こ
と
だ
が
、

そ
の
実
効
性
は
。

制
度
が
始

ま
っ
て
１
年

余
り
で
、
現
在
の
と
こ
ろ
同
制

度
を
利
用
し
た
事
例
が
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
今
後
の
推
移
を
見

守
っ
て
い
き
ま
す
。

　

将
来
の
条
例
制
定
の
方
向
性

は
。

環
境
を
守
る

た
め
の
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
、
無
秩
序

な
開
発
に
よ
り
環
境
を
破
壊

し
、
土
砂
災
害
な
ど
を
引
き
起

こ
す
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な

　

来
年
度
の
国
保
税
は
、
物
価

高
騰
の
中
で
市
民
に
は
大
き
な

関
心
事
で
あ
る
が
、ど
う
な
る
か
。

令
和
４
年
度

に
改
正
し
た

税
率
を
基
に
算
出
し
ま
す
の
で
、

被
保
険
者
の
世
帯
数
や
所
得
状

況
に
大
き
く
変
動
が
な
い
場
合

は
、
令
和
５
年
度
同
様
の
保
険

税
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

賦
課
方
式
の
２
方
式
統
一
の

課
題
と
し
て
、
世
帯
人
数
が
多

い
世
帯
の
負
担
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
が
、
未
就
学
児
、
小
中
高

生
世
帯
に
対
す
る
均
等
割
の
軽

減
策
は
。

令
和
４
年
度

か
ら
、
国
の

軽
減
策
で
未
就
学
児
の
い
る
世

帯
に
均
等
割
を
５
割
、
ま
た
市

の
独
自
の
軽
減
策
と
し
て
、
小

中
高
生
ま
で
の
世
帯
に
３
割
を

減
免
し
て
い
ま
す
。

　

市
独
自
の
３
割
減
免
を
さ
ら

に
引
き
上
げ
る
こ
と
が
、
支
援

に
つ
な
が
る
と
思
う
が
。

さ
ら
な
る
減

免
を
行
う
場

合
は
、
他
の
国
保
加
入
者
の
方

か
ら
新
た
に
負
担
を
求
め
る
こ

と
も
考
え
ら
れ
、
慎
重
な
判
断

が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

太
陽
光
発
電
施
設

の
条
例
制
定
の
考

え
方
は

市
民
生
活
部
長
／
乱
立

を
抑
止
す
る
観
点
か

ら
、
さ
ら
に
協
議
を
進

め
る

保
健
福
祉
部
長

市
民
生
活
部
長

市
民
生
活
部
長

市
民
生
活
部
長

保
健
福
祉
部
長

保
健
福
祉
部
長

太陽光発電施設

市
独
自
の
小
中
高

生
世
帯
の
３
割
減

免
を
さ
ら
に
引
き

上
げ
る
べ
き
で
は

保
健
福
祉
部
長
／
他
の
加

入
者
か
ら
新
た
な
負
担
を

求
め
る
こ
と
に
な
り
、
慎

重
な
判
断
が
必
要
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掛札　行雄
議員

　

市
政
に
つ
い
て
の
政
策
目
標

の
現
時
点
で
の
総
括
は
。

駅
周
辺
整
備
で

は
、
常
陸
大
宮
駅

舎
東
西
自
由
通
路
の
工
事
や
、

駅
西
交
流
拠
点
の
設
計
に
着
手

し
、
お
お
む
ね
計
画
通
り
に
進

ん
で
い
ま
す
。
子
育
て
環
境
の

充
実
の
面
で
は
、
こ
ど
も
セ
ン

タ
ー
の
整
備
、
子
育
て
世
帯
向

け
住
宅
整
備
の
着
手
、
道
の
駅

か
わ
プ
ラ
ザ
へ
の
イ
ン
ク
ル
ー

シ
ブ
遊
具
の
設
置
、
屋
内
こ
ど

も
の
遊
び
場
「
わ
く
わ
く
ピ

サ
ー
ロ
の
森
」
整
備
を
推
進
し

て
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
土
地
の
埋
立
て
等

の
規
制
に
関
す
る
条
例
改
正
や

再
生
資
源
物
の
屋
外
保
管
に
関

す
る
条
例
等
の
制
定
な
ど
、
市

民
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ

う
、
県
内
で
も
よ
り
ハ
ー
ド
ル

の
高
い
条
例
の
整
備
に
も
取
り

組
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

学
力
向
上
に
コ
ミ
ッ
ト
す
る

教
育
の
推
進
で
は
、
Ａ
Ｉ
ド
リ

ル
や
講
義
動
画
と
い
っ
た
Ｉ
Ｃ

Ｔ
技
術
を
活
用
し
、
効
果
的
な

学
習
指
導
を
展
開
す
る
こ
と
に

よ
り
、
学
力
向
上
や
学
習
意
欲

を
高
め
る
「
確
か
な
学
力
」
育

成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
、
学
力

向
上
を
重
視
し
た
教
育
施
策
を

展
開
し
て
き
ま
し
た
。

　

地
域
振
興
施
策
で
は
、
拠
点

施
設
と
な
る
美
和
、
緒
川
、
御

前
山
の
各
地
域
セ
ン
タ
ー
の
整

備
を
完
了
し
、
今
後
は
地
域
の

ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
な
る
よ
う

な
、
木
造
に
こ
だ
わ
っ
た
山
方

地
域
セ
ン
タ
ー
の
整
備
を
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
学
校

給
食
実
現
に
向
け
、
常
陸
大
宮

市
有
機
農
業
推
進
計
画
を
作
成

し
、
Ｊ
Ａ
常
陸
と
連
携
し
て
有

機
農
産
物
の
生
産
拡
大
を
行
っ

て
い
る
こ
と
に
加
え
、
生
産
さ

れ
た
有
機
農
産
物
や
有
機
米
を

学
校
給
食
に
一
部
導
入
し
た
と

こ
ろ
で
す
。

　

し
か
し
、
大
井
川
知
事
を

ト
ッ
プ
と
す
る
本
県
と
比
べ
る

と
、
ま
だ
ま
だ
ス
ピ
ー
ド
感
が

足
り
な
い
と
感
じ
て
お
り
、
今

後
は
、
人
材
の
集
中
と
機
動
、

適
材
適
所
を
心
が
け
、
よ
り
一

層
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
上
げ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

次
期
市
長
選
へ
の
進
退
に
つ

い
て
は
。

市
内
後
援
会
24
支

部
で
、
全
会
一

致
、
満
場
一
致
で
推
薦
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
後
援
会
、
支
援

者
と
一
丸
と
な
っ
て
、
最
強
の

布
陣
で
選
挙
戦
に
臨
ん
で
い
き

ま
す
。

　

次
期
の
新
た
な
政
策
方
針

は
。

駅
周
辺
整
備
も
軌

道
に
乗
り
つ
つ
あ

り
、
子
育
て
住
宅
整
備
は
令
和

７
年
度
の
供
用
開
始
の
予
定
で

す
。
２
期
目
は
、
周
辺
地
域
の

活
性
化
、
高
齢
者
福
祉
に
力
を

入
れ
、
温
浴
施
設
等
を
活
用
し

な
が
ら
高
齢
者
の
福
祉
、
健
康

増
進
、
常
陸
大
宮
市
に
住
ん
で

よ
か
っ
た
と
思
え
る
よ
う
な
施

策
を
つ
く
っ
て
い
け
れ
ば
と
考

え
ま
す
。

※録画配信をご覧
　いただけます。

その他の質問

・
山
地
災
害
に
つ
い
て

市
長

政
策
目
標
の
現
時

点
の
総
括
は

市
長
／
お
お
む
ね
計
画

ど
お
り
に
進
ん
で
い
る

次
期
市
長
選
へ
の

進
退
は

市
長
／
推
薦
を
受
け
選

挙
戦
に
臨
む

市
長

市
長

わ
く
わ
く
ピ
サ
ー
ロ
の
森
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筋
力
低
下
等
の
フ
レ
イ
ル
予

防
の
運
動
と
し
て
、
簡
単
な
ダ

ン
ス
を
す
る
こ
と
は
認
知
機
能

や
運
動
機
能
な
ど
を
維
持
す
る

の
に
役
立
つ
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
ダ
ン
ス
は
感
情
や
運
動
機

能
な
ど
、
脳
の
異
な
る
部
分
を

同
時
に
刺
激
す
る
た
め
、
楽
し

く
効
果
を
上
げ
る
手
段
と
し
て

提
案
し
ま
す
。

サ
ロ
ン
、
通

い
の
場
と
し

て
活
動
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
、

ひ
た
ま
る
先
生
等
を
活
用
し
て

ダ
ン
ス
を
取
り
入
れ
て
の
活
動

その他の質問

・
市
内
県
立
高
校
へ
の
学
校
給
食

配
送
に
つ
い
て

※録画配信をご覧
　いただけます。

　

妊
産
婦
の
高
齢
化
や
少
子
化

が
進
行
す
る
中
、
妊
娠
前
か
ら

の
健
康
管
理
『
プ
レ
コ
ン
セ
プ

シ
ョ
ン
ケ
ア
』
は
重
要
な
テ
ー

マ
と
捉
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
今

後
、
こ
の
テ
ー
マ
で
セ
ミ
ナ
ー

の
開
催
を
。

県
は
本
年
度

か
ら
新
た
に

県
助
産
師
会
へ
委
託
を
し
、
プ

レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア
事
業

を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
事
業

の
周
知
啓
発
を
目
的
に
セ
ミ

ナ
ー
を
実
施
す
る
県
内
２
か
所

の
自
治
体
を
募
集
し
ま
し
た
。

本
市
は
、
こ
の
機
会
を
活
用
し

て
今
年
度
内
に
市
職
員
を
対

象
と
し
た
プ
レ
コ

ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ

ア
セ
ミ
ナ
ー
開
催

を
予
定
し
て
い
ま

す
。そ
の
内
容
・
結

果
を
踏
ま
え
て
、

今
後
、
市
民
向
け

の
セ
ミ
ナ
ー
の
開

催
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

が
可
能
で
す
。
市
社
会
福
祉
協

議
会
の
サ
ロ
ン
活
動
支
援
助
成

金
等
も
活
用
で
き
ま
す
。ま
た
、

介
護
予
防
教
室
の
中
で
音
楽
を

流
す
等
を
取
り
入
れ
る
こ
と
も

可
能
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

国
政
選
挙
等
の
投
票
率
向
上

に
つ
い
て
、
投
票
日
当
日
あ
る

い
は
期
日
前
投
票
に
も
行
け
な

い
有
権
者
に
と
っ
て
は
、
郵
便

で
選
管
と
や
り
取
り
を
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。こ
の
手
間
が
、

不
在
者
投
票
を
利
用
せ
ず
に
棄

権
し
て
し
ま
う
要
因
の
一
つ
に

な
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
不
在
者
投
票
オ
ン
ラ
イ
ン

請
求
可
能
な
整
備
に
つ
い
て
の

見
解
は
。

本
市
で
は
、

あ
ら
ゆ
る
行

政
手
続
き
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
可

能
と
す
る
た
め
、
今
年
度
か
ら

「
Ｌ
ｏ
Ｇ
ｏ
フ
ォ
ー
ム
」
と
い

う
新
し
い
電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス

を
導
入
し
て
い
ま
す
。
不
在
者

投
票
の
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
手
続

き
に
つ
い
て
も
実
施
可
能
で
す

の
で
、
選
挙
人
の
利
便
性
向
上

を
図
る
た
め
、
導
入
に
向
け
て

検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

吉川　美保
議員

女
性
の
健
康
セ
ミ

ナ
ー
の
テ
ー
マ
に

『
＊
プ
レ
コ
ン
セ
プ

シ
ョ
ン
ケ
ア
』
を

保
健
福
祉
部
長
／
市
民

向
け
に
開
催
を
検
討
し

ま
す

フ
レ
イ
ル
予
防
の

運
動
に
ダ
ン
ス
を

保
健
福
祉
部
長
／
サ
ロ

ン
等
の
通
い
の
場
づ
く

り
に
活
用
可
能
で
す

保
健
福
祉
部
長

保
健
福
祉
部
長

総
務
部
長

＊
プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア

　

…
男
女
共
に
若
い
う
ち
か
ら
正
し
い

知
識
を
習
得
し
、
健
康
的
な
質
の
高

い
生
活
を
送
る
こ
と
で
、
将
来
の
健

や
か
な
妊
娠
出
産
の
チ
ャ
ン
ス
を
増

や
し
、
さ
ら
に
は
、
次
世
代
の
子
ど

も
達
を
よ
り
健
康
に
つ
な
げ
て
い
く

た
め
の
取
組

不
在
者
投
票
オ
ン

ラ
イ
ン
請
求
整
備

に
つ
い
て

総
務
部
長
／
導
入
に
向

け
て
検
討
を
進
め
て
い

き
ま
す

女性活躍推進の一環として開催
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一 般 質 問

倉田　稔之
議員

　

市
民
か
ら
多
く
質
問
さ
れ
る

の
が
、
駅
舎
が
き
れ
い
に
な
っ

て
、
公
園
が
で
き
て
、
道
幅
が

広
く
な
っ
て
、
そ
の
後
ど
う
な

る
ん
で
す
か
と
い
う
こ
と
で

す
。
常
陸
大
宮
市
の
人
口
が

減
っ
て
き
て
い
て
、
水
郡
線
の

乗
降
客
は
こ
れ
か
ら
も
増
え
る

要
素
が
な
い
と
い
う
こ
と
は
、

市
民
は
分
か
っ
て
い
ま
す
。
そ

う
い
う
状
況
で
あ
り
な
が
ら
、

駅
周
辺
に
に
ぎ
わ
い
を
つ
く
っ

て
い
く
こ
と
に
つ
い
て
、
そ
も

そ
も
の
目
的
に
つ
い
て
、
ま

た
、
ソ
フ
ト
系
の
事
業
に
つ
い

て
、
市
長
の
お
考
え
を
伺
い
た

い
で
す
。

常
陸
大
宮
駅
は
Ｊ

Ｒ
水
郡
線
に
て
、

水
戸
ま
で
約
35
分
で
往
来
で
き

る
利
便
性
の
優
れ
た
所
に
位
置

し
て
い
ま
す
。
常
陸
大
宮
駅
周

辺
の
課
題
で
あ
り
ま
す
狭
小
な

駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー
、
通
勤
通
学

時
の
交
通
渋
滞
の
発
生
、
狭
あ

い
道
路
の
存
在
な
ど
、
こ
う
し

た
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
都

市
計
画
道
路
を
は
じ
め
、
駅
へ

の
ア
ク
セ
ス
道
路
の
整
備
を
行

い
、
ま
ず
は
交
通
結
節
点
と
し

て
の
機
能
の
強
化
を
図
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま

た
、
常
陸
大
宮
駅
を
中
心
と
す

る
高
台
地
域
に
都
市
機
能
を
集

約
し
、
コ
ン
パ
ク
ト
で
便
利
な

ま
ち
づ
く
り
を
実
現
す
る
過
程

に
お
い
て
、
民
間
事
業
者
の
参

入
を
促
し
つ
つ
、
若
い
世
代
や

子
育
て
世
代
を
は
じ
め
、 

全
て

の
市
民
の
方
が
暮
ら
し
や
す
い

と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
民
間

事
業
者
は
、
採
算
の
取
れ
な
い

地
域
に
は
投
資
を
し
ま
せ
ん
。

駅
周
辺
整
備
と
あ
わ
せ
て
、
子

育
て
向
け
住
宅
整
備
、
公
的
教

育
レ
ベ
ル
の
向
上
、
美
し
い
都

市
公
園
や
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
整

備
な
ど
、
多
面
的
な
角
度
か
ら

人
口
集
積
を
図
り
、
民
間
事
業

者
が
是
が
非
で
も
進
出
し
た
く

な
る
よ
う
な
、
投
資
を
し
た
く

な
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を
す

る
こ
と
が
肝
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

そ
も
そ
も
の
目
的
が
何
か
と

問
わ
れ
れ
ば
、
そ
れ
は
人
々
が

住
み
た
く
な
る
魅
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
、
ひ
い
て
は
民
間
事
業

者
が
投
資
し
た
く
な
る
よ
う

な
、
人
口
集
積
が
進
ん
だ
ま
ち

づ
く
り
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う

か
と
考
え
て
い
ま
す
。
ソ
フ
ト

事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
民
間

べ
ー
ス
で
自
由
に
実
施
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

ハ
ー
ド
を
あ
る
程
度
市
が
整

備
し
て
、
そ
の
中
身
を
民
間
か

ら
広
く
募
集
し
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。
初
期
投
資
の
リ
ス

ク
が
減
れ
ば
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
す

る
人
は
必
ず
い
る
と
思
い
ま

す
。

や
は
り
リ
ス
ク
を

取
ら
な
い
商
売
と

い
う
の
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

や
ろ
う
と
思
う
か
ら
に
は
、 

絶

対
失
敗
で
き
な
い
と
い
う
覚
悟

で
、
自
分
の
全
財
産
を
投
じ
る

わ
け
で
す
か
ら
、
そ
う
い
う
意

味
で
、
そ
こ
ま
で
行
政
が
手
を

出
し
て
、
安
易
な
気
持
ち
で
出

て
く
る
業
者
が
い
た
と
し
て

も
、
私
は
決
し
て
成
功
し
な
い

だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
一

番
肝
要
な
こ
と
は
、
そ
こ
に
事

業
者
が
来
て
、
何
と
か
採
算
が

取
れ
る
ん
で
は
な
い
か
と
い
う

マ
ー
ケ
ッ
ト
を
ま
ず
こ
の
常
陸

大
宮
市
の
高
台
の
上
に
形
成
す

る
こ
と
。
そ
の
た
め
に
、
私
た

ち
は
ハ
ー
ド
事
業
を
多
額
の
資

金
を
か
け
て
や
っ
て
い
る
と
、

そ
う
い
う
認
識
で
捉
え
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

※録画配信をご覧
　いただけます。

その他の質問

・
定
年
就
農
に
つ
い
て

駅
周
辺
整
備
事
業

に
つ
い
て

市
長
／
県
北
一
を
目
指

し
、
民
間
事
業
者
が
参

入
し
た
く
な
る
よ
う
な

整
備
を
進
め
る

市
長

市
長

常陸大宮駅西交流拠点　完成イメージ
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議会運営委員会
９月２２日

　○第４回定例会会期日程（案）について

　○継続協議事項について

１１月２９日

　○第４回定例会について

　　・定例会の会期日程について
　　・議案の所管常任委員会の付託について
　　・請願陳情の審査について

　○その他

　　・常陸大宮市議会基本条例の検証について

議会運営委員会

閉会中の委員会の活動
定例会期間中以外も、さまざまな調査や審査を行っています！

　総務、文教福祉、経済建設の３常任委員会においては、議会報告会の意見を

もとに調査を行いました。

文教福祉常任委員会
１　緊急通報システムの設置条件について

 市民の意見 

　・独居老人でも、敷地内に親族が居住している場合には、設置対象外となるので、見直し等を考えて欲
しい。

●所管課の対応等

　・日中独居の場合の設置希望については、年に１件程度の相談がある。
　　敷地内同居で日中独居を対象とすると、現在の4,558世帯から65才以上の高齢者世帯全部の9,125世帯

と約２倍となります。今後、一人暮らし高齢者世帯の増加が急速に進む状況を踏まえ、設置条件の見
直しについて検討する。

２　常陸大宮済生会病院の休日診療、受入体制について

 市民の意見 

　・「担当の医師がいないので、受け入れできません。」とならないようにして欲しい。
●所管課の対応等

　・常陸大宮済生会病院では、休日夜間診療について一人の医師が当直にあたっている。救急科、循環器
内科、整形外科の常勤医師が確保できない状況下で、令和４年度は1,537台の救急車と3,560人の救急
患者を受け入れ、できる限りの医療提供を行った。将来、常陸大宮済生会病院に勤務する意志を持つ
学生への医師修学資金貸与制度を実施する等、今後もより一層の受入体制の確立を目指し、県と連携
し、救急科、循環器内科、整形外科等の常勤医師確保を図る。

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
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総務常任委員会
１　太陽光発電設備の設置状況と今後の対策について

 市民の意見 

　・農地等に太陽光パネルが乱立、増加している。緑豊かな環境を守るために、何らかの対策や規制が必
要ではないか。

●所管課の対応等

　・太陽光発電設置に関する条例の制定を検討する。
　・庁内関係課との連携及び茨城県、近隣市町村との情報共有を図る。

２　路線バスと乗合タクシーの運行について

 市民の意見 

　・高齢者が安心して暮らせるような交通手段を求める。
●所管課の対応等

　①路線バス見直し方針に基づく補助を実施（令和７年度から）
　　・１便当たり乗客２名以上の路線と通学に利用されている路線に新たな補助を設ける。
　　・補助対象路線　大宮・大宮線１系統、小場・村田線１系統、高部線１系統、上小瀬線２系統、
　　　　　　　　　　緒川・玉川村駅線５系統
　②ＡＩデマンド乗合タクシーの導入（令和５年12月１日から運行）
　　・運行車両：セダン型７台　ワゴン型３台　合計10台
　　・運行時間：朝８時から16時までに輸送が完了する運送
　　・予約方法：電話、FAX、スマートフォンアプリ、WEB
　　・予約受付：24時間受付可能（乗車可能日７日前から、
　　　　　　　　即時予約も可能）
　　　　　　　　※電話予約は月曜日から金曜日の８時から
　　　　　　　　　16時まで
　　・支払方法：現金、利用券、スマートフォンアプリ、
　　　　　　　　WEB 予約はクレジット決済可

経済建設常任委員会
　議会報告会の意見から調査を行いました。
１　住みやすい環境を目指した道路整備について

 市民の意見 

　・幅員４m未満の未舗装の道路は何年経っても改良の見込みはない。
　　決して住みやすい環境とはいえない現況を市は放置しているように

思う。
●委員会の意見

　・市道整備については、市民の理解を得られるような行政側からのア
プローチとして、具体的には、市民にわかりやすい道路整備に関す
る資料の策定を提案する。

●所管課の見解

　・道路行政は市民生活に直結する重要なテーマである。
　　市民と市の相互の理解と協力が深まれば、より良い方向への行政

サービスにつながると考える。

乗合タクシー

準備が整い次第、ホームページに
公開する予定です
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先進地を視察
文教福祉常任委員会　 令和5年11月13日（月）～ 14日（火）
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な
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形
市

インクルーシブプレイス コパル

広報広聴常任委員会
１月２５日

　○市内県立高校生との意見交換会

　テーマ：「常陸大宮市に住みたい・住
み続けたいと思わせるような
取組・施策について」

　場　所：常陸大宮高校
　参加者：常陸大宮高校生徒会
　　　　　１～３年生（12名）

全体での市議会の概要等の説明の後、グループに分かれて、意見交換を行いました。
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報

告

研
修

期　日：令和５年１１月１日～２日

場　所：市町村職員中央研修所（千葉県）

演　題：地方議会におけるハラスメント対策をどう進めるか ほか

講　師：上智大学法学部教授　三浦　まり 氏 ほか

出席者：髙村　功、倉田　稔之、小河原　利一郎

市町村議会議員特別セミナー

期　日：令和５年１１月２０日～２１日

場　所：五浦観光ホテル別館大観荘（北茨城市）

演　題：地震・津波にも水害にも備える複眼的防災 ～「流域治水」から「流域防災」へ～

講　師：東京都立大学・首都大学東京　名誉教授　中林　一樹 氏

出席者：冨山　和男、三次　弘史、小原　明彦

茨城県市議会議長会主催研修会

議員名（議席番号順）
①本会議 ②常任委員会等 注 1） ③特別委員会 注 1）

出席 欠席 出席 欠席 出席 欠席

小河原　利一郎 20 0 33 2 12 0

三　次　雅　子 20 0 36 1 12 0

倉　田　稔　之 20 0 35 2 11 1

圷　　　司　一 15 5 14 7 8 4

髙　村　　　功 20 0 37 0 12 0

小　原　明　彦 20 0 42 0 12 0

岡　﨑　欣　也 20 0 19 0 12 0

三　次　弘　史 20 0 53 3 12 0

冨　山　和　男 20 0 21 0 12 0

大　貫　道　夫 20 0 40 0 12 0

小　森　敬太郎 20 0 55 3 12 0

吉　川　美　保 20 0 56 2 12 0

武　石　寿　長 20 0 注 2）29 0 注 3）－ －

髙　村　和　郎 20 0 注 2）38 1 12 0

淀　川　茂　樹 20 0 41 1 11 1

掛　札　行　雄 20 0 21 0 12 0

秋　山　信　夫 19 1 42 0 10 2

本会議・各委員会の議員出欠状況
　令和５年１月から令和５年１２月までの間に開催された、本会議（定例会）、常任委員会等（総務・文
教福祉・経済建設・予算決算・広報広聴常任委員会及び議会運営委員会）及び特別委員会（議会改革推進
特別委員会）の議員の出退（出席・欠席）状況（回数）をお知らせします。

注１）②と③の回数については、各議員の常任委員会、議会運営委員会及び特別委員会への委員就任状況により、委員会の開催日が
異なるため、出席回数が異なります。

注２）武石議長は予算決算常任委員会のすべての審査に加わりません。また、議会選出監査委員である髙村和郎議員は予算決算常任
委員会の決算審査に加わりません。

注３）特別委員会については、武石議長は審査に加わりません。
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まちかどから…まちかどから…まちかどから…

令和５年１２月２４日、第２４回山方宿若あゆ駅伝大会が開催され、子どもたちが元気に駆け抜けました。

第１回定例会会期日程（予定）

※都合により日程を変更する場合があります。

発行責任者　常陸大宮市議会議長
編集　広報広聴常任委員会
〒319-2292
茨城県常陸大宮市中富町3135－6
ＴＥＬ　0295－52－1111（代）内線413
　　　　0295－53－0393（直）
ＦＡＸ　0295－52－2186
E-mail　gikai@city.hitachiomiya.lg.jp
ＵＲＬ　https://www.city.hitachiomiya.lg.jp/
議会広報は、ホームページでも
ご覧になれます。
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委
員　

小
河
原　

利
一
郎

環境に優しいリサイクルした植物油を使用したベジタブルインクと再生紙を使用しております

寒さに負けず、元気に走りました

月日 曜 会議 内容
2月27日 火 本会議 開会、議案説明

28日 水 休　会 議案調査

29日 木 本会議
予算決算常任委員会

議案質疑
補正予算

3月  1日 金 休　会 議案調査
4日 月 休　会 議案調査
5日 火 本会議 補正予算採決
6日 水 本会議 一般質問
7日 木 本会議 一般質問
8日 金 常任委員会

11日 月 休　会 議案調査
12日 火 常任委員会
13日 水 常任委員会
14日 木 予算決算常任委員会 予算審査
15日 金 予算決算常任委員会 予算審査
18日 月 休　会 議案調査
19日 火 休　会 議案調査

21日 木 本会議
委員会審査報告、
質疑、討論、採決、
閉会

　傍聴券は、会議の当日に傍聴受付
（４階議会事務局）において、先着
順により交付します。
　傍聴人の定員は３０人です。定員
を超えた場合は、４階傍聴人ロビー
のモニターでご覧いただけます。
（第４回定例会の傍聴人は延べ68人
でした。）

議会を傍聴してみませんか？

　当市議会議員会では、「令和６年能登半島地震」に対
し、茨城新聞文化福祉事業団を通じ、義援金20万円を
送金しました。


